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古典流体の相転移ダイナミクス(modelH)と流動場の結合に関する研究は豊富な非平衡
現象を見出してきた[1]｡しかし､流動誘起相分離現象に見られるように､相転移ダイナ
ミクスと流動場の結合は複雑流体の場合により顕著である[2]｡
相分離した高分子溶液では2相の粘弾性的性質が著しく異なるために､その外場に対す
る応答は2相で非対称である｡特にメソスケールに広がったヘテロなドメイン構造が存
在する場合､ドメインの成長､伸張､破壊とも関係して流動場に対する強い非線形応答
が期待される｡ 我々は､シェア流下で相分離状態にある高分子溶液に対して高分子溶液の
Ginzburg-Landau理論[4]に立脚した計算機シミュレーションを行った｡
講演では､強いシェア流下における新規なドメインモルフォロジー､非線形レオロジー
を中心に解説する｡その他､流動誘起相分離､非線形粘弾性に起因するカオス的振る舞
い､定常状態におけるドメインサイズを与える現象論などについても言及したい｡
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図 1:ずり弾性係数を変化させた場合の濃度場の空間パターン (高分子リッチ柏 (黒)､溶媒リッ
チ相 (白))02相の粘弾性的性質が異なるほど､ドメインモルフォロジーは強く非対称になる｡
- 234 -
｢ソフトマターの物理学 2003 -普遍性と多様性-｣
<◎>=2∪=2 9=1†=0･05
■ Homogeneous.,厚子<Gxy>
0 50 100 150 200 250 300
Lx
図2:共存線より高い温度における数値計算結果｡(左)､(a)t=45(b)t=300における､濃度場
の空間パターン｡(右)､濃度の平均偏差 √阿 ､平均ずり応力(o･xy)､平均垂直応力差(Nl)の
時間発展｡破線は濃度揺らぎがない場合の応力の時間発展を表す｡シェア流に駆動された濃度揺
らぎにより､shearthinningが生ずることがわかる｡
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